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研究成果の概要（和文）：日本の宗教としての神道、仏教、キリスト教の教え方、教材について、日本と海外の
研究者で調査、研究を行った。コロナ禍のなかで、予定していた研究交流、調査が出来ない部分もあったが、そ
の代わりに海外の大学とオンラインで協力をし、動画を作成するなど、マルチメディアを使用した宗教文化教育
の開発を行うことができた。また、その過程で教材作成、研究のための撮影技術についても写真家の方々との情
報交換などを通じて考察することができ、想定していなかった研究成果を得ることができた。

研究成果の概要（英文）：We conducted research and investigation on the teachings and materials of 
Shinto, Buddhism, and Christianity as religions in Japan, involving both Japanese and foreign 
scholars. Although there were limitations to the planned research exchanges and investigations due 
to the COVID-19 pandemic, we were able to collaborate with overseas universities online and develop 
religious cultur education utilizing multimedia, such as creating videos. Furthermore, through 
information exchanges with photographers, we were able to explore techniques for creating teaching 
materials and conducting research through photography, leading to unexpected research outcomes.

研究分野： 宗教学、神話学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、日本の宗教文化を海外で教えている研究者と協力をして、国内外の大学で使用される教材の研究を
行った。その作成の過程で、日本と海外の研究者、大学院生、学生の交流も生れ、作成プロセスそのものが学び
となる機会も得られた。その成果は、広く日本文化の発信になるきわめて社会的意義の大きいものであった。
また、教材研究の過程で、宗教的テーマを「撮る」ことに自覚的になる必要性を感じ、写真家と研究者の交流を
研究会という形でスタートさせた。研究者の学術上のスキルアップにもつながる成果を得た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
グローバル化、多文化共生社会という現状を踏まえた宗教教育の必要性が議論されるようにな
ったことを背景に、宗教教育の方法をめぐる議論が活発化することとなるが、それらは、イスラ
ームなど、これまで日本では馴染みが薄かった宗教文化の学びに焦点が当てられることが多か
った。その一方で海外において日本文化、宗教に関心を持つ人が増えているという現状は、とく
に宗教の学びという観点からは顧みられる機会はあまりなかった。また、海外の高等教育におけ
る日本宗教の学びについての調査、研究はいまだなされていない。そこでいま、「海外では日本
宗教について何が教えられているのか」。限られた授業時間を考えたとき、「日本宗教について何
を学ぶ必要があるのか」、インターネット上に情報が氾濫するなかで、「最新の研究成果として踏
まえておくべきは何なのか」などを指す。こうした課題について、国内外の日本宗教研究者が相
互に議論を深め、国際的な研究、教育を活発化させるプラットフォームの構築が求められている
と考えた。 
 
２．研究の目的 
 神道、仏教、キリスト教、新宗教に民俗宗教など、きわめて多様な内容を含む「日本宗教」に
ついて、限られた授業時間で、いったい何を、どのようにして伝えるべきなのだろうか。学生の
関心や社会的な必要性を考慮して、研究領域を越えたテーマを取り上げることも珍しくない。そ
の際、自分の知識や教材の妥当性など不安を感じることも多い。それは海外だけでなく日本の大
学教員も少なからず経験していることだろう。 
 本研究は、海外の大学で、日本宗教がどう教えられているのかを把握し、共有しうる日本宗教
の教材、授業のあり方を国内外の研究者が最新の研究成果を検討しながら議論をし、研究を行う
ことを目的とし、本研究によって構築された国際的研究のプラットフォームが日本宗教の研究
のグローバルな展開に資することを目指した。 
 
３．研究の方法 
研究分担者、連携研究者と相談し、それぞれの研究課題、手順を議論し、その上で次の方法を

取ることにしていた。 
（１）海外の大学で日本宗教教育の現状を調査し、課題や教材のニーズを探る。 
（２）日本宗教に関するマルチメディア教育教材の共同開発を行い、共有化を目指す。 
（３）教材検討、開発と利用を通して国内外の日本宗教研究者のネットワークを構築し、相互の
宗教研究、教育に資する。 
 しかしながら 2020 年からの新型コロナウィルスの感染拡大を受け、海外での渡航調査や研究
者間のネットワーク構築を目的としたワークショップの開催などができない時期が続いた。 
そのなかで、２）のマルチメディア教育教材を日本側で充実させる試みに注力をすることとなっ
た。 
 
４．研究成果 
 研究方法に挙げた３つの項目に即して成果を述べる。 
（１）海外の大学での日本宗教教育の現状およびニーズ調査 
2018 年度は、研究会を実施して現状とニーズの調査を行った。発表者とテーマは次の通りであ
る。 
ヤニス・ガイタニディス（千葉大学）「クリティカル日本学としての「日本宗教」を教える」 
ファビオ・ランベッリ（カリフォルニア大学サンタ・バーバラ校）「海外における神道史」 
矢崎早枝子(グラスゴー大学)「イギリスの大学における日本宗教の授業」 
国際シンポジウムでは、アラン・カミングス（ロンドン大学 SOAS 校）、ワリード・ファルーク・
イブラヒム（カイロ大学日本研究センター、エジプト）を招き、それぞれの大学における日本研
究の状況を報告してもらうとともに、日本宗教についての学びがどのように行われているかを
紹介してもらい、ディスカッションをした。 
研究代表者の平藤は、研究会、シンポジウムをコーディネートするとともに、ドイツ、ボン大学
を訪問し、日本学のラインハルト・ツェルナー教授に聞き取り調査を行い、またアラン・カミン
グス氏とワークショップを開き、日本、ドイツ、イギリスにおける日本研究の現状についてディ
スカッションをした。またエジンバラ大学、グラスゴー大学の日本仏教の担当者からの聞き取り
をした。また、ウェブ上のサーベイ・フォームを使用して、日本宗教に関する教材のニーズ調査
を行った。 
2019 年度の研究会では、下記の発表が行われた。 
アンドレア・カスティリョーニ（名古屋市立大学） 
「米国と日本の大学から見た日本宗教教育」 
李賢京（東海大学） 
「韓国の大学において日本の宗教文化はどのように教えられているのか―教えられる側と教え



る側の両方の経験から」 
（２）日本宗教に関するマルチメディア教育教材の共同開発 
カリフォルニア大学サンタ・バーバラ校のファビオ・ランベッリ教授と彼の指導を受ける大学院
生たちの協力の下、YouTube 動画の作成を行った。 

Teaching Materials for Japanese Religion 

神社に行こう１ 神社の中にあるもの ときわ台 天祖神社（東京）Visiting a Jinja(Shinto 

Shrine)1, Tokiwadai Tenso Jinja, Tokyo 

https://www.youtube.com/watch?v=wWiTGCByto8 

神社に行こう２ 神社に関わる人々 小野照崎神社（東京）Visiting a Jinja(Shinto Shrine)2, 

Onoterusaki Jinja, Tokyo 

https://www.youtube.com/watch?v=LV2II-x1s-A 

神職を志す学生の日常 

https://www.youtube.com/watch?v=ZOKW-iNB4kI&t=840s 

3 つめの動画は、國學院大學の学生とカリフォルニア大学サンタ・バーバラ校の大学院生たちの

対談も含まれており、この動画の作成を通した学びが得られるものであった。 

（３）教材検討、開発と利用を通した国内外の日本宗教研究者のネットワークを構築 
研究協力者、連携研究者、それぞれが研究課題に関連して写真、動画の撮影に取り組み、教材開
発を行った。そのなかで、あらためてマルチメディア教材を作成していく上で必要な撮影技術に
ついて、カメラの特性やメディアの歴史なども視野に入れながら、実践的に学んでいくことが重
要であると認識をするにいたり、研究会を実施した。 
「研究者のための撮影術」 
2020 年 12 月 28 日 第 1回 講師  港千尋・写真家・多摩美術大学教授 
2021 年 1月 24 日 第 2回 講師  伊奈英次・写真家・東京綜合写真専門学校 校長 
       甲斐啓二郎・写真家 
       港千尋・写真家・多摩美術大学教授 
2022 年 12 月 10 日 第 3回 講師 露口啓二・写真家 

川瀬慈・映像人類学者・国立民族学博物館准教授 
       港千尋・写真家・多摩美術大学教授 
この研究会において、写真、アート、映像と宗教文化の関わりの重要性が認識されるとともに、
カリフォルニア大学サンタ・バーバラ校の大学院生たちのなかにも、アートと日本の宗教をテー
マにしたいという学生がおり、交流をさらに深めたいという要望がでてきた。そこで、ファビオ・
ランベッリ教授と相談の上、2023 年には、ようやく本研究課題のまとめのワークショップとし
て、まさに「教材検討、開発と利用を通した国内外の日本宗教研究者のネットワークを構築」と
して下記の企画を行った。 
Japanese Religions Lectures 
Kikuko Hirafuji, Kokugakuin University 

The Representation of Shinto Gods: A Visual History 
Chihiro Minato, Tama Art University 
 The Promordial in Contemporary Japanese Art 
 この研究会がきっかけとなり、宗教学者と写真家が宗教的なテーマと写真の関係を論じる本、
港千尋、平藤喜久子編『〈聖なるもの〉を撮る』（仮）が 2023 年 8 月に山川出版より刊行される
予定となっている。 
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